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け だよりん こ う
氷川町では、女性特有のがんである
「子宮がん(20歳以上の女性)」「乳がん(30歳以上の
女性)」検診を個別医療機関で受診できます。
ご希望される人は、下記健康センター保健師までご連絡
ください。

乳がん 子宮がん

「喫煙」「動物性脂肪取りすぎ」「野菜不足」「多量飲酒」「運動不足」は女性特有のがんの危険因子です

個別医療機関で受
診できる

のは

11月末まで！

乳癌が発生しやすい部位（場） 子宮がんの年代別罹患率

自己負担額：1,500 円

【個別医療機関受診ご希望の人】

①健康センターに電話またはメールにて、がん検診受診時の必要書類をご請求ください。

②指定医療機関 (同封資料にあり)を選び、病院へ直接電話予約してください。

③町から郵送される必要書類を確認の上、予約当日病院受診してください。

※約1か月後に健診結果がご自宅に届きます。

自己負担額：1,000 円

早期発見・早期治療をするために、まずは検診!!

●子宮がん検診無料クーポン対象　21歳（ H9.4.2～H10.4.1生まれ）
●乳がん検診無料クーポン対象　　41歳（S52.4.2～S53.4.1生まれ）です

これを機会にぜひ受診をお勧めいたします　　

お問い合わせ先：健康センター　保健師　☎５２－７１５４
　　kenhuku@hikawa.kumamoto.jp
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③
１
歳
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

※
対
象
者
の
年
齢
・
学
年
は
接
種
当
日

が
基
準
と
な
り
ま
す
。

◆
補
助
回
数

　
高
齢
者
、
お
子
さ
ま
共
に
１
回
分
の

接
種
料
金
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◆
自
己
負
担
額

①
②
の
対
象
者

　
１
３
５
０
円
（
氷
川
町
・
八
代
市
・
宇

城
市
の
指
定
医
療
機
関
以
外
で
接
種
す

る
場
合
は
、
自
己
負
担
額
が
１
３
５
０

円
を
超
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

③
の
対
象
者

　
２
千
円
を
超
え
る
額
（
接
種
料
金
は

医
療
機
関
で
異
な
り
ま
す
）

◆
接
種
期
間 

１０
月
１
日 

㈪ 

か
ら

①
②
の
対
象
者
　

　
12
月
31
日 

㈪ 

ま
で

③
の
対
象
者

　
平
成
31
年
１
月
31
日 

㈭ 

ま
で

◆
接
種
時
に
必
要
な
も
の

•
予
診
票

•
健
康
保
険
証
な
ど
の
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の

•
母
子
健
康
手
帳（
お
子
さ
ま
の
接
種
時
）

•
委
任
状
（
保
護
者
以
外
の
人
が
同
伴

の
場
合
）

※
予
診
票
お
よ
び
委
任
状
は
医
療
機
関

に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
を
紛
失
さ
れ
た
場
合

は
、
再
発
行
し
ま
す
の
で
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
指
定
医
療
機
関

　
か
か
り
つ
け
医
ま
た
は
健
康
福
祉
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
指
定
医
療
機
関
外
で
の
接
種

に
は
事
前
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
健
康
福
祉
課 

保
健
予
防
係

　
☎
52
・
７
１
５
４

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　
イ
ン
フ
ルエン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
で
、
重
症
化
や
死
亡
の
危
険
性
を
下

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
高
齢
者
の
場
合
、

発
病
予
防
効
果
が
約
４５
％
、
死
亡
を
阻
止

す
る
効
果
は
約
８０
％
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
）。

年
齢
が
低
い
ほ
ど
効
果
の
割
合
は
下
が
り

ま
す
が
、
幼
児
で
は
２
回
受
け
る
こ
と
で
予

防
効
果
が
高
ま
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
は
ご
本
人
が
希
望
す
る
場
合
の

み
、
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
意
思

表
示
が
困
難
な
場
合
は
、
ご
家
族
ま
た
は

か
か
り
つ
け
医
の
協
力
に
よ
り
、
本
人
の
希

望
の
意
思
が
確
認
で
き
た
場
合
の
み
接
種

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
意
思
表
示
が
不
明
な
高
齢
者
が
接
種
さ

れ
た
場
合
、
任
意
接
種
と
な
り
全
額
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。

◆
補
助
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
人

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
心
臓
・

腎
臓
・
呼
吸
器
・
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィル

ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障
害
で
日
常
生
活

活
動
が
極
端
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害

を
持
つ
人
（
医
師
の
指
示
が
あ
る
人
の
み
）

　高
齢
者
お
よ
び
1
歳
か
ら
中
学
生
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

料
金
の一部
を
補
助
し
ま
す
。

熊本
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毎
月
の
短
歌
俳
句
の
楽
し
み
は

　読
ん
で
い
る
よ
の
町
民
の
声

西
上
宮

　村
内

　一
誠

戦
争
で
壊
れ
し
国
を
支
え
来
た

　悔
い
な
き
顔
の
笑
う
リ
ハ
室

上
鹿
島

　前
村

　俊
子

雨
降
ら
ず
目
立
つ
抜
け
穴
秋
の
入
り

北
野
津

　宮
本

　末
秋

熊
本
城
復
興
ね
ぶ
た
人
の
波

西
野
津

　古
崎
ス
エ
ノ

空
蝉
の
さ
み
し
く
落
つ
る
庭
の
隅

南
鹿
野

　尾
崎

　京
子

拝
殿
に
近
づ
く
ほ
ど
に
木
の
実
降
る

町

　
　
　香
山
菊
童
子

長
き
夜
の
一
睡
し
た
る
句
を
詠
む

西
野
津

　古
崎

　栄
子

秋
の
雲
宇
土
半
島
の
寝ね

釈し
ゃ
か迦
か
な

北
野
津

　井
田

　道
寛

廃
屋
の
屋
根
に
枝
垂
る
ゝ
百
日
紅

吉

　本

　髙
橋

　澄
子

台か

ぜ風
去
り
て
残
せ
し
も
の
は
闇や
み
む
げ
ん

無
限

桜
ケ
丘

　宮
崎
敬
四
郎

し
み
じ
み
と
庭
に
佇
む
今
朝
の
秋

桜
ケ
丘

　吉
田

　照
子

栗
御
飯
食は

め
ば
遠と
う
ね嶺
の
母
の
影

桜
ケ
丘

　宮
崎
ト
シ
子

窓
越
し
に
見
え
る
残
月
何
想
ふ

　町

　
　
　田
中

　澄
子

暑
き
日
を
吹
き
飛
ば
し
た
る
秋
の
風

西
上
宮

　村
内

　一
誠

吹
く
風
に
虫
の
音
加
え
語
り
来
る

上
鹿
島

　前
村

　俊
子

町
民
文
芸

短
　歌

川
端
康
成

　を
ち
ょ
び
っ
と
ひ
も
と
く

法
道
寺
　
本
田 

花
風

　
旅
は
十
日
あ
ま
り
の
伊
豆
の
温
泉
場
を
め

ぐ
る
途
中
に
出
会
っ
た
踊
子
の
一
行
や
波
浮
の

港
で
一
行
、踊
子
と
の
別
れ
の
間
に
触
れ
合
う

人
間
模
様
、今
で
い
う
格
差
社
会
、方
や
優
雅

な
一
高
生
の
旅
い
で
た
ち
、旅
で
織
り
成
す
ふ

れ
あ
い
に
は
茶
屋
や
旅
籠
で
出
会
う
伊
豆
地

方
の
貧
し
き
人
々
に
対
し
、若
い
学
生
を
高
貴

に
は
描
い
て
は
い
な
い
が
、冒
頭
の
一
説
の
よ

う
に
康
成
の
卓
越
し
た
美
文
で
始
ま
る
が
、登

場
す
る
人
々
は
貧
し
き
人
物
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
。踊
子
と
の
刹
那
は
川
端
の
旅
情
を
さ

そ
い
、そ
の
青
春
の
哀
歌
を
こ
め
て
抒
情
に
濡

れ
凝
縮
し
た
の
が「
伊
豆
の
踊
子
」で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、編
集
中
に
大
き
な
発
見
が
あ
っ
た
。

こ
れ
が「
踊
子
」を「
薫
」と
呼
ば
な
か
っ
た
こ

と
に
繋
が
る
よ
う
に
思
え
た
。

　
川
端
の
作
品
は
膨
大
な
量
で
あ
る
。

　
小
説
・
自
伝
作
品
〜
２
３
６
作
品
、評
論
・

随
筆
作
品
〜
56
作
品
　
そ
の
他
、作
文
・
習

作
・
脚
本
・
翻
訳
等

　
そ
れ
は
、「
伊
豆
の
踊
子
」の
原
点
と
な
っ
た

女
性
に
宛
て
た
恋
文
が
発
見
さ
れ
、『
文
藝
春

秋
』２
０
１
４
．８
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

「
僕
が
十
月
の
二
十
七
日
に
出
し
た
手
紙
見
て

く
れ
ま
し
た
か
、君
か
ら
の
返
事
が
な
い
の
で

毎
日
毎
日
心
配
で
心
配
で
、じ
っ
と
し
て
居
ら

れ
な
い
、手
紙
が
君
の
手
に
渡
ら
な
か
っ
た
の

か
・・・

以
下
割
愛
。 

（
続
く
）

　
投
稿
い
た
だ
き
ま
す
作
品
は
、短
歌
・
俳
句
そ

れ
ぞ
れ
一
句
と
し
ま
す
。必
要
な
場
合
は
、読
み

が
な
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、確
認
の
た
め

お
電
話
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、連
絡
先
の

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。締
切
は
毎
月
８
日
ま
で

で
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

帰
省
客
み
な
帰
り
去
り
ほ
っ
と
す
る
も

　寝
具
手
入
れ
の
置
き
土
産
あ
り

北
野
津

　宮
本

　末
秋

火
の
君
の
汲く

み
し
氷
川
の
水
の
音

　千ち
と
せ年
経ふ

る
日
も
秋
風
の
立
つ

北
野
津

　井
田

　道
寛

入
所
者
と
共
に
歌
っ
た
夏
ま
つ
り

　戦
中
戦
後
の
歌
は
朗
ら
に

西
野
津

　古
崎
ス
エ
ノ

仲
秋
の
残
暑
長
し
日
中
の

　木
陰
に
止
め
る
セ
ー
ル
ス
マ
ン

西
野
津

　古
崎

　栄
子

雑
草
の
間
か
ら
伸
び
た
彼
岸
花

　開
花
静
か
に
秋
を
待
ち
た
り

南
鹿
野

　尾
崎

　京
子

人
間
の
無
力
自
然
の
恐
ろ
し
さ

　今
更
に
知
る
二
十
一
号

吉

　本

　橋
村

　正
之

夏
ゆ
き
て
児
ら
の
歓
声
消
え
し
浜

　小
舟
は
遠
く
不
知
火
の
海

吉

　本

　髙
瀨

　道
昭

地
震
後
に
改
装
な
れ
る
美
し
き

　墓
前
に
菊
の
花
な
ど
供
ふ

吉

　本

　髙
橋

　澄
子

く
れ
な
づ
む
海
を
愛い
と

し
み
岩お

礁か

に
佇た

つ

　錦
に
し
き
お
り
な
す
秋
の
夕
暮
れ

桜
ケ
丘

　宮
崎
敬
四
郎

俳
　句

詩氷
川
音
頭
西
上
宮

　村
内

　一
誠

ハ
ア

　桜
吹
雪
が

　天
ま
で
舞
っ
て

ヨ
イ
ヨ
イ

氷
川
町
中
が

　氷
川
町
中
が

朱し
ゅ

に
染
ま
る

サ
テ

　こ
こ
は
火
の
國

　あ
か
あ
か
と

熱あ
つ

き
火
の
君

　お
わ
し
ま
す

ハ
ア

　西
に
不
知
火

　東
に
古
墳ヨ

イ
ヨ
イ

波
も
荒
け
り
ゃ

　波
も
荒
け
り
ゃ霧

も
立
つ

サ
テ

　こ
こ
は
九
州

　ど
真
ん
中

む
ぞ
か
お
女ひ
と

も

　お
わ
し
ま
す

ハ
ア

　永と

わ遠
に
変
わ
ら
ぬ

氷
川
の
流
れ

　ヨ
イ
ヨ
イ

町
の
畑
を

　町
の
畑
を

　真
っ
黒
に

サ
テ

　染
め
て
梨
や
ら

　苺
や
ら

実
り
豊
か
に

　お
わ
し
ま
す

※
メ
ロ
デ
ィ
は
「
東
京
音
頭
」
で
唄
う
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◆日　　時　10月21日㈰10時開会

◆場　　所　竜北公園スタート・ゴール

◆参 加 費　大人1,000円
 高校生以下500円

◆応募方法　申込用紙または
　　　　　　電話による事前申し込み

◆申込期限　10月9日（火）

〈お問い合わせ〉
商工観光課　☎６２-２３１５

　スタートとゴールは竜北公園で、町内外の多くの人に楽しんでいただけるよう「野

津古墳群経由ふるさと自然のみち」10.５㎞と「宇城氷川スマートIC経由ふるさと自

然のみち」5.0㎞の２コースを用意しています。

　多くの皆さまのお越しをお待ちしております。

「道の駅」竜北ウォーキング2018を開催します！

　氷川町ではこれまで、夏休みなどの長期休み中の夕方の時間帯に防災行政無線で地域の皆
さまに向けて子どもの見守り活動の呼びかけを行ってまいりました。
　これからはさらなる安全確保対策として、子どもが事故や犯罪の被害に巻き込まれる危険性
の高い下校時間帯にも呼びかけを行います。
　子どもたちの登下校時間帯にあわせて通学路のお散歩に出かけたり、自宅前の掃除やお花
に水をあげるために屋外に出ていただくなど、日常の生活の中で気軽に行えるもので、地域の
皆さまの見守りをお願いします。
　また、防犯ブザーの音に気づいたら、子どもたちの様子を確認して
ください。地域の目が光っていることを示すことで、不審者に対する
抑止効果も期待できます。
　放送の音などでご迷惑をおかけしますが、趣旨をご理解いただき、
引き続き地域の皆さまのご協力をお願いします。
放  送  日：毎週水曜日（夏休みなどの長期休みを除く）
放送時間：１５時

子どもたちの安全を地域の目で守りましょう
～防災行政無線による子どもの見守り放送について～

【お問い合わせ先】学校教育課　　☎６２‐３３１３
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屋
根
に
枝
垂
る
ゝ
百
日
紅

吉

　本

　髙
橋

　澄
子

台か

ぜ風
去
り
て
残
せ
し
も
の
は
闇や
み
む
げ
ん

無
限

桜
ケ
丘

　宮
崎
敬
四
郎

し
み
じ
み
と
庭
に
佇
む
今
朝
の
秋

桜
ケ
丘

　吉
田

　照
子

栗
御
飯
食は

め
ば
遠と
う
ね嶺
の
母
の
影

桜
ケ
丘

　宮
崎
ト
シ
子

窓
越
し
に
見
え
る
残
月
何
想
ふ

　町

　
　
　田
中

　澄
子

暑
き
日
を
吹
き
飛
ば
し
た
る
秋
の
風

西
上
宮

　村
内

　一
誠

吹
く
風
に
虫
の
音
加
え
語
り
来
る

上
鹿
島

　前
村

　俊
子

町
民
文
芸

短
　歌

川
端
康
成

　を
ち
ょ
び
っ
と
ひ
も
と
く

法
道
寺
　
本
田 

花
風

　
旅
は
十
日
あ
ま
り
の
伊
豆
の
温
泉
場
を
め

ぐ
る
途
中
に
出
会
っ
た
踊
子
の
一
行
や
波
浮
の

港
で
一
行
、踊
子
と
の
別
れ
の
間
に
触
れ
合
う

人
間
模
様
、今
で
い
う
格
差
社
会
、方
や
優
雅

な
一
高
生
の
旅
い
で
た
ち
、旅
で
織
り
成
す
ふ

れ
あ
い
に
は
茶
屋
や
旅
籠
で
出
会
う
伊
豆
地

方
の
貧
し
き
人
々
に
対
し
、若
い
学
生
を
高
貴

に
は
描
い
て
は
い
な
い
が
、冒
頭
の
一
説
の
よ

う
に
康
成
の
卓
越
し
た
美
文
で
始
ま
る
が
、登

場
す
る
人
々
は
貧
し
き
人
物
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
。踊
子
と
の
刹
那
は
川
端
の
旅
情
を
さ

そ
い
、そ
の
青
春
の
哀
歌
を
こ
め
て
抒
情
に
濡

れ
凝
縮
し
た
の
が「
伊
豆
の
踊
子
」で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、編
集
中
に
大
き
な
発
見
が
あ
っ
た
。

こ
れ
が「
踊
子
」を「
薫
」と
呼
ば
な
か
っ
た
こ

と
に
繋
が
る
よ
う
に
思
え
た
。

　
川
端
の
作
品
は
膨
大
な
量
で
あ
る
。

　
小
説
・
自
伝
作
品
〜
２
３
６
作
品
、評
論
・

随
筆
作
品
〜
56
作
品
　
そ
の
他
、作
文
・
習

作
・
脚
本
・
翻
訳
等

　
そ
れ
は
、「
伊
豆
の
踊
子
」の
原
点
と
な
っ
た

女
性
に
宛
て
た
恋
文
が
発
見
さ
れ
、『
文
藝
春

秋
』２
０
１
４
．８
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

「
僕
が
十
月
の
二
十
七
日
に
出
し
た
手
紙
見
て

く
れ
ま
し
た
か
、君
か
ら
の
返
事
が
な
い
の
で

毎
日
毎
日
心
配
で
心
配
で
、じ
っ
と
し
て
居
ら

れ
な
い
、手
紙
が
君
の
手
に
渡
ら
な
か
っ
た
の

か
・・・

以
下
割
愛
。 

（
続
く
）

　
投
稿
い
た
だ
き
ま
す
作
品
は
、短
歌
・
俳
句
そ

れ
ぞ
れ
一
句
と
し
ま
す
。必
要
な
場
合
は
、読
み

が
な
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、確
認
の
た
め

お
電
話
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、連
絡
先
の

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。締
切
は
毎
月
８
日
ま
で

で
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

帰
省
客
み
な
帰
り
去
り
ほ
っ
と
す
る
も

　寝
具
手
入
れ
の
置
き
土
産
あ
り

北
野
津

　宮
本

　末
秋

火
の
君
の
汲く

み
し
氷
川
の
水
の
音

　千ち
と
せ年
経ふ

る
日
も
秋
風
の
立
つ

北
野
津

　井
田

　道
寛

入
所
者
と
共
に
歌
っ
た
夏
ま
つ
り

　戦
中
戦
後
の
歌
は
朗
ら
に

西
野
津

　古
崎
ス
エ
ノ

仲
秋
の
残
暑
長
し
日
中
の

　木
陰
に
止
め
る
セ
ー
ル
ス
マ
ン

西
野
津

　古
崎

　栄
子

雑
草
の
間
か
ら
伸
び
た
彼
岸
花

　開
花
静
か
に
秋
を
待
ち
た
り

南
鹿
野

　尾
崎

　京
子

人
間
の
無
力
自
然
の
恐
ろ
し
さ

　今
更
に
知
る
二
十
一
号

吉

　本

　橋
村

　正
之

夏
ゆ
き
て
児
ら
の
歓
声
消
え
し
浜

　小
舟
は
遠
く
不
知
火
の
海

吉

　本

　髙
瀨

　道
昭

地
震
後
に
改
装
な
れ
る
美
し
き

　墓
前
に
菊
の
花
な
ど
供
ふ

吉

　本

　髙
橋

　澄
子

く
れ
な
づ
む
海
を
愛い
と

し
み
岩お

礁か

に
佇た

つ

　錦
に
し
き
お
り
な
す
秋
の
夕
暮
れ

桜
ケ
丘

　宮
崎
敬
四
郎

俳
　句

詩氷
川
音
頭
西
上
宮

　村
内

　一
誠

ハ
ア

　桜
吹
雪
が

　天
ま
で
舞
っ
て

ヨ
イ
ヨ
イ

氷
川
町
中
が

　氷
川
町
中
が

朱し
ゅ

に
染
ま
る

サ
テ

　こ
こ
は
火
の
國

　あ
か
あ
か
と

熱あ
つ

き
火
の
君

　お
わ
し
ま
す

ハ
ア

　西
に
不
知
火

　東
に
古
墳ヨ

イ
ヨ
イ

波
も
荒
け
り
ゃ

　波
も
荒
け
り
ゃ霧

も
立
つ

サ
テ

　こ
こ
は
九
州

　ど
真
ん
中

む
ぞ
か
お
女ひ
と

も

　お
わ
し
ま
す

ハ
ア

　永と

わ遠
に
変
わ
ら
ぬ

氷
川
の
流
れ

　ヨ
イ
ヨ
イ

町
の
畑
を

　町
の
畑
を

　真
っ
黒
に

サ
テ

　染
め
て
梨
や
ら

　苺
や
ら

実
り
豊
か
に

　お
わ
し
ま
す

※
メ
ロ
デ
ィ
は
「
東
京
音
頭
」
で
唄
う
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◆日　　時　10月21日㈰10時開会

◆場　　所　竜北公園スタート・ゴール

◆参 加 費　大人1,000円
 高校生以下500円

◆応募方法　申込用紙または
　　　　　　電話による事前申し込み

◆申込期限　10月9日（火）

〈お問い合わせ〉
商工観光課　☎６２-２３１５

　スタートとゴールは竜北公園で、町内外の多くの人に楽しんでいただけるよう「野

津古墳群経由ふるさと自然のみち」10.５㎞と「宇城氷川スマートIC経由ふるさと自

然のみち」5.0㎞の２コースを用意しています。

　多くの皆さまのお越しをお待ちしております。

「道の駅」竜北ウォーキング2018を開催します！

　氷川町ではこれまで、夏休みなどの長期休み中の夕方の時間帯に防災行政無線で地域の皆
さまに向けて子どもの見守り活動の呼びかけを行ってまいりました。
　これからはさらなる安全確保対策として、子どもが事故や犯罪の被害に巻き込まれる危険性
の高い下校時間帯にも呼びかけを行います。
　子どもたちの登下校時間帯にあわせて通学路のお散歩に出かけたり、自宅前の掃除やお花
に水をあげるために屋外に出ていただくなど、日常の生活の中で気軽に行えるもので、地域の
皆さまの見守りをお願いします。
　また、防犯ブザーの音に気づいたら、子どもたちの様子を確認して
ください。地域の目が光っていることを示すことで、不審者に対する
抑止効果も期待できます。
　放送の音などでご迷惑をおかけしますが、趣旨をご理解いただき、
引き続き地域の皆さまのご協力をお願いします。
放  送  日：毎週水曜日（夏休みなどの長期休みを除く）
放送時間：１５時

子どもたちの安全を地域の目で守りましょう
～防災行政無線による子どもの見守り放送について～

【お問い合わせ先】学校教育課　　☎６２‐３３１３
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立神峡だより
里地屋敷に子供たちの歓声が響く
　今年も里地屋敷において、氷川町内の小学校６年生を対象とした宿泊通学が始まり
ました。この取り組みは、宿泊通学を通じて自主性・自律性・協調性を培い、家庭での役
割を考え、実践できる態度を養うことを目的としています。竜北東小・宮原小・竜北西部
小の順にそれぞれ２泊３日の宿泊を受け入れ、子供たちは料理やかまどによるご飯炊
き、五右衛門風呂沸かしなどを班ごとに分かれて協力して作業しました。悪戦苦闘の連
続でしたが、スタッフの指導に従いながら怪我も無く終了しました。また、スライドによ
る昔の生活の様子などに大変興味を示し、竹馬や森への散歩も楽しそうにしていまし
た。火打ち石を河原で拾い、夜に部屋を暗くした状態で誰が一番火花が出たかを競争
し大いに盛り上がり、火の国熊本はこの氷川が
由来であることを教えました。２泊３日の宿泊
体験を通じて、親の大切さやありがたさが理解
できた貴重な体験で、今後の子供たちの成長
の手助けになれば幸いです。

【お問い合わせ先】

立神峡にミニ水族館新設

今年も水難事故の発生ゼロを達成

　かねてより清流氷川の魚を観察できる場所があればいいなと考えていましたが、この度の宿泊通学を
機にミニ水族館を新設しました。立神峡を流れる氷川で投げ網により捕獲をし、鮎・ハエ・大和ハエ・ぎろっ
ちょ・カマツカ・ドジョウ・イダ・ドンカッチョなどの氷川に生息する
魚を水槽に入れて展示しています。子供たちは、めったに見ない
魚に興味津々といったところです。清流を好む魚ですのでその維
持管理は難しいですが、できる限り清流氷川の環境を理解できる
ように訪れた観光客にも感動することが出来るようにしたいと思
います。皆さまのご来場をお待ちしています。

　立神峡といえば、水難事故が毎年あるとの印象をお持ちの人が
大勢いると思います。しかしながら、それは昔の話です。我々が担
当してからは１件の水難事故も無く、今年もゼロを達成しました。
その対策として、ブイの設置を大幅に増やしたことや各種看板の
設置、救命浮輪の増加、監視カメラによる監視と継続的な放送、飛
び込み場所の網による制限などを実施しています。危険を察知し
た場合は躊躇なくマイクによる指導が一番だと思います。今年も
無事故で終わり胸をなでおろしている次第です。今後とも、絶対に
水難事故は起こさないという決意を新たにしています。

立神峡公園管理棟 ホームページアドレス
☎ 62-1543  ＦＡＸ62-1546 （8:30～17:30 火曜定休日） http://tategami-camp.com
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新 着 図 書 八
火
図
書
館
だ
よ
り

一般書 児童書
池上彰の
「天皇とは何ですか？」

池上　彰／著

おっちゃん山
椎名　誠／作

子どもの願い
いじめｖｓ１２の哲学

丹野　清彦／著

女の子だって、野球はできる！
「好き」を続ける女性たち

長谷川　晶一／作
毎朝が楽しくなる！
朝ごはん

藤岡　操／著

るるぶ　学べるさがし絵えほん
みんなでドキドキ日本一周旅行

サンリオ／著
ペットと防災ハンドブック
どんな災害でもイヌといっしょ

徳田　竜之介／監

講談社のアルバムシリーズ
危険生物100

柴田　佳秀／作
猫島ありのまま　
上天草・湯島

熊本日日新聞社／編

すごい！昆虫図鑑
小野　展嗣／監

休館日
月曜・祝日
※詳しくはスタッフに
お尋ねください。

開館時間
平　日　10時～18時
木　曜　10時～20時
土日曜　10時～17時

【お問い合わせ先】  八火図書館　☎62-3489　http://www.hikawa-lib.jp/info/hakka/

　
毎
年
、秋
に
文
学
散
歩
を
実
施

し
て
お
り
、今
年
は
天
草
方
面
を

計
画
し
て
い
ま
す
。多
く
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
期

　日
　
11
月
14
日
㈬

◆
場

　所
　
天
草
下
島
方
面

　「
五
足
の
靴
」を
た
ど
る

◆
参
加
料
　
２
５
０
０
円
程
度

　（
昼
食
代
、保
険
料
な
ど
）

◆
集
合
場
所
　
八
火
図
書
館

　
８
時
集
合
出
発
予
定

◆
定
員
　
20
人（
子
ど
も
を
除
く
）

◆
申
込
み
方
法

　
参
加
申
込
書
を
八
火
図
書
館

に
準
備
し
ま
す
の
で
、必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
申
込
受
付

　
10
月
23
日
㈫
か
ら
受
付
を
開

始
し
ま
す
。

※ 

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま

す
。

ま
ち
つ
く
り
酒

屋
は
、主
屋
・
蔵
・

本
門
・
煉
瓦
塀
・
土

塀
の
５
棟
が
登
録

を
受
け
て
い
ま
す
。

主
屋
は
木
造
２
階

建
て
、１
８
３
２

（
天
保
３
）年
創
建

で
、１
８
７
３（
明

治
６
）年
に
増
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

井
芹
家
は
、江
戸
時
代
に
は
醸
造

業
を
営
ん
で
お
り
、「
つ
く
り
酒
屋
」

の
名
称
は
、そ
こ
か
ら
つ
け
ら
れ
ま

し
た
。

主
屋
は
二
列
型（
表
に
店
等
、裏

に
座
敷
等
の
二
列
の
配
置
）の
町
家

形
式（
店
舗
併
設
の
住
宅
）で
す
が
、

改
築
さ
れ
た
門
の
床
は
タ
イ
ル
が

敷
か
れ
、近
代
的
な
造
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、敷
地
の
境
に
造
ら
れ
た
塀

は
、厚
く
赤
い
煉
瓦
を
イ
ギ
リ
ス
積

（
小
口
積
と
長
手
積
を
交
互
に
段

違
い
で
積
む
）で
積
み
上
げ
た
も
の

で
、重
厚
な
造
り
で
す
。

現
在
、経
年
劣
化
や
熊
本
地
震

に
よ
り
漆
喰
が
落
ち
る
な
ど
の
被

害
を
受
け
て
い
る
た
め
、修
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【お問い合わせ先】氷川町教育委員会　生涯学習課　　☎52-5860

氷
川
町
ま
ち
つ
く
り
酒
屋
　（国
登
録
有
形
文
化
財
）

▲まちつくり酒屋

▲工事中のまちつくり酒屋

文化財つれづれ
氷川町内の文化財を紹介するコーナーです。

〈
旧
井
芹
家
住
宅
〉
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由来であることを教えました。２泊３日の宿泊
体験を通じて、親の大切さやありがたさが理解
できた貴重な体験で、今後の子供たちの成長
の手助けになれば幸いです。

【お問い合わせ先】

立神峡にミニ水族館新設

今年も水難事故の発生ゼロを達成

　かねてより清流氷川の魚を観察できる場所があればいいなと考えていましたが、この度の宿泊通学を
機にミニ水族館を新設しました。立神峡を流れる氷川で投げ網により捕獲をし、鮎・ハエ・大和ハエ・ぎろっ
ちょ・カマツカ・ドジョウ・イダ・ドンカッチョなどの氷川に生息する
魚を水槽に入れて展示しています。子供たちは、めったに見ない
魚に興味津々といったところです。清流を好む魚ですのでその維
持管理は難しいですが、できる限り清流氷川の環境を理解できる
ように訪れた観光客にも感動することが出来るようにしたいと思
います。皆さまのご来場をお待ちしています。

　立神峡といえば、水難事故が毎年あるとの印象をお持ちの人が
大勢いると思います。しかしながら、それは昔の話です。我々が担
当してからは１件の水難事故も無く、今年もゼロを達成しました。
その対策として、ブイの設置を大幅に増やしたことや各種看板の
設置、救命浮輪の増加、監視カメラによる監視と継続的な放送、飛
び込み場所の網による制限などを実施しています。危険を察知し
た場合は躊躇なくマイクによる指導が一番だと思います。今年も
無事故で終わり胸をなでおろしている次第です。今後とも、絶対に
水難事故は起こさないという決意を新たにしています。

立神峡公園管理棟 ホームページアドレス
☎ 62-1543  ＦＡＸ62-1546 （8:30～17:30 火曜定休日） http://tategami-camp.com
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新 着 図 書 八
火
図
書
館
だ
よ
り

一般書 児童書
池上彰の
「天皇とは何ですか？」

池上　彰／著

おっちゃん山
椎名　誠／作

子どもの願い
いじめｖｓ１２の哲学

丹野　清彦／著

女の子だって、野球はできる！
「好き」を続ける女性たち

長谷川　晶一／作
毎朝が楽しくなる！
朝ごはん

藤岡　操／著

るるぶ　学べるさがし絵えほん
みんなでドキドキ日本一周旅行

サンリオ／著
ペットと防災ハンドブック
どんな災害でもイヌといっしょ

徳田　竜之介／監

講談社のアルバムシリーズ
危険生物100

柴田　佳秀／作
猫島ありのまま　
上天草・湯島

熊本日日新聞社／編

すごい！昆虫図鑑
小野　展嗣／監

休館日
月曜・祝日
※詳しくはスタッフに
お尋ねください。

開館時間
平　日　10時～18時
木　曜　10時～20時
土日曜　10時～17時

【お問い合わせ先】  八火図書館　☎62-3489　http://www.hikawa-lib.jp/info/hakka/

　
毎
年
、秋
に
文
学
散
歩
を
実
施

し
て
お
り
、今
年
は
天
草
方
面
を

計
画
し
て
い
ま
す
。多
く
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
期

　日
　
11
月
14
日
㈬

◆
場

　所
　
天
草
下
島
方
面

　「
五
足
の
靴
」を
た
ど
る

◆
参
加
料
　
２
５
０
０
円
程
度

　（
昼
食
代
、保
険
料
な
ど
）

◆
集
合
場
所
　
八
火
図
書
館

　
８
時
集
合
出
発
予
定

◆
定
員
　
20
人（
子
ど
も
を
除
く
）

◆
申
込
み
方
法

　
参
加
申
込
書
を
八
火
図
書
館

に
準
備
し
ま
す
の
で
、必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
申
込
受
付

　
10
月
23
日
㈫
か
ら
受
付
を
開

始
し
ま
す
。

※ 

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま

す
。

ま
ち
つ
く
り
酒

屋
は
、主
屋
・
蔵
・

本
門
・
煉
瓦
塀
・
土

塀
の
５
棟
が
登
録

を
受
け
て
い
ま
す
。

主
屋
は
木
造
２
階

建
て
、１
８
３
２

（
天
保
３
）年
創
建

で
、１
８
７
３（
明

治
６
）年
に
増
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

井
芹
家
は
、江
戸
時
代
に
は
醸
造

業
を
営
ん
で
お
り
、「
つ
く
り
酒
屋
」

の
名
称
は
、そ
こ
か
ら
つ
け
ら
れ
ま

し
た
。

主
屋
は
二
列
型（
表
に
店
等
、裏

に
座
敷
等
の
二
列
の
配
置
）の
町
家

形
式（
店
舗
併
設
の
住
宅
）で
す
が
、

改
築
さ
れ
た
門
の
床
は
タ
イ
ル
が

敷
か
れ
、近
代
的
な
造
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、敷
地
の
境
に
造
ら
れ
た
塀

は
、厚
く
赤
い
煉
瓦
を
イ
ギ
リ
ス
積

（
小
口
積
と
長
手
積
を
交
互
に
段

違
い
で
積
む
）で
積
み
上
げ
た
も
の

で
、重
厚
な
造
り
で
す
。

現
在
、経
年
劣
化
や
熊
本
地
震

に
よ
り
漆
喰
が
落
ち
る
な
ど
の
被

害
を
受
け
て
い
る
た
め
、修
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【お問い合わせ先】氷川町教育委員会　生涯学習課　　☎52-5860

氷
川
町
ま
ち
つ
く
り
酒
屋
　（国
登
録
有
形
文
化
財
）

▲まちつくり酒屋

▲工事中のまちつくり酒屋

文化財つれづれ
氷川町内の文化財を紹介するコーナーです。

〈
旧
井
芹
家
住
宅
〉
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２
０
１
９
年
版
県
民
手
帳
の
申
込

み
に
つ
い
て

　
毎
年
ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
県

民
手
帳
が
今
年
も
販
売
さ
れ
ま
す
。

　
購
入
を
希
望
す
る
人
は
、
宮
原
振

興
局 

総
務
振
興
課
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

◆
価

　格

　
４
５
０
円
（
税
込
み
）

◆
サ
イ
ズ
　
9.4
㎝
×
15
㎝

　 

表
紙
は
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
製
で
、

熊
本
県
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
く
ま

モ
ン
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま

す
。

◆
内

　容

・
コ
ン
パ
ク
ト
に
書
け
る
予
定
表

・ 

ミ
ニ
知
識
と
し
て
市
町
村
便
覧
な

ど
の
統
計
情
報

・ 

く
ま
も
と
の
農
産
物
、
防
災
情

報
、
年
齢
早
見
表

・ 「
く
ま
モ
ン
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
」、

「
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」、「
熊
本
の

デ
ー
タ
」の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
掲
載

◆
申
込
期
限
　
10
月
24
日
㈬
ま
で

問 

宮
原
振
興
局 

総
務
振
興
課

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
　
　

　
☎
62
・
２
３
１
７

体
力
テ
ス
ト
測
定
会
を
実
施
し
ま
す

◆
日

　時
　
10
月
17
日
㈬

◆
時

　間
　
19
時
30
分

◆
場

　所
　
竜
北
体
育
セ
ン
タ
ー

◆
主

　管

　
氷
川
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
協
議
会

◆
持
参
品

　 

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ
ル
・
飲

み
物
・
運
動
が
で
き
る
服
装

◆
申

　込
　
当
日
受
付

◆
費

　用
　
無
　
料

問 

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　
☎
52
・
５
８
６
０

地
域
版
依
存
症
家
族
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
開
催
し
ま
す

　
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン
ブ

ル
な
ど
の
依
存
症
を
抱
え
る
人
の
ご

家
族
が
、
依
存
症
に
つ
い
て
の
正
し

い
知
識
や
家
族
の
対
応
な
ど
に
つ
い

て
学
び
、
同
じ
悩
み
や
体
験
を
持
つ

人
と
の
交
流
を
通
し
て
ご
家
族
が
健

康
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
「
地
域
版
依
存
症
家
族
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日

　時

　

　
10
月
25
日
㈭
10
時
〜
12
時

◆
場

　所
　
八
代
保
健
所

　（
八
代
市
西
片
町
１
６
６
０
番
地
）

◆
対
象
者

　

　 

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン
ブ

ル
な
ど
の
依
存
症
を
抱
え
る
人
の

ご
家
族

◆
参
加
費
　
無
料
（
申
込
不
要
）

問 

熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
・
３
８
６
・
１
１
６
６

　
（
平
日
９
時
〜
16
時
）

　

生
涯
学
習

お
知
ら
せ

順番 項　目 18～64歳 65～79歳

１ 

空
い
て
る
項
目
を
計
測

握　力 ○ ○
上体起こし ○ ○
長座体前屈 ○ ○
反復横とび ○ ×
立ち幅とび ○ ×
開眼片足立ち × ○
10ｍ障害物歩行 × ○
インボディ計測 ○ ○

２ 6分間歩行（70ⅿ） × ○
３ 20ｍシャトルラン ○ ×

飼
い
犬
に
よ
る
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う

　
飼
い
犬
が
人
を
咬
ん
で
怪
我
を
さ

せ
て
し
ま
う
事
故
（
咬
傷
事
故
）
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
平
成
29
年

度
は
、
熊
本
県
内
で
83
件
の
咬
傷
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
飼
い
犬
は
、
普
段
飼
い
主
に
対
し

て
は
お
と
な
し
く
て
も
、
知
ら
な
い

人
に
対
し
て
は
吠
え
た
り
突
然
咬
み

つ
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
飼
い
主
は
次
の
こ
と

に
注
意
し
、
事
故
発
生
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

・ 

犬
は
常
に
リ
ー
ド
で
繋
い
で
お

き
、
散
歩
を
す
る
と
き
は
必
ず
リ

ー
ド
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
犬
の
放

し
飼
い
は
県
の
条
例
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

・ 

繋
い
で
お
く
チ
ェ
ー
ン
や
首
輪
が

緩
ん
で
い
な
い
か
定
期
的
に
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

・ 

気
性
の
荒
い
犬
の
飼
い
主
は
、
繋

ぎ
方
を
工
夫
（
例
：
ク
サ
リ
＋
オ

リ
、
扉
を
施
錠
す
る
な
ど
）
し
、

万
が
一
に
も
逃
げ
出
し
て
事
故
が

起
き
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問 

八
代
保
健
所 

衛
生
環
境
課
　

　
☎
33
・
３
１
９
８
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行
政
相
談
を
実
施
し
ま
す

　
行
政
相
談
制
度
に
つ
い
て
、広
く
国

民
に
理
解
さ
れ
、利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
10
月
15
日
㈪
か
ら
21
日
㈰
ま

で
の
一
週
間
を「
行
政
相
談
週
間
」と

し
て
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
行
政
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望

な
ど
は
行
政
相
談
委
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◆
日

　時

　
10
月
19
日
㈮
　
10
時
〜
15
時

◆
場

　所

　
健
康
セ
ン
タ
ー
　
健
康
相
談
室

◆
担
当
者

　
行
政
相
談
員
　
松
田
幹
男

　
　
　
　
　
　
　
田
口
英
輔

問
総
務
課 

行
政
係

　
☎
52
・
７
１
１
１

　
ま
た
、次
の
と
お
り
一
日
合
同
行
政

相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

◆
日

　時

　
10
月
11
日
㈭
　
10
時
〜
15
時

◆
場

　所

　
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

問
熊
本
行
政
評
価
事
務
所

　
☎
０
９
６
・
３
２
４
・
１
６
６
２

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「
ふ
る
さ
と
氷
川
応
援
寄
附
金
」

 

「
氷
川
町
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
」
と
、
ふ
る
さ 

と
氷
川
応
援
寄

附
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
の
ご
厚
意
に
よ
る
寄
附

は
、
町
の
発
展
の
た
め
に
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

【
寄
附
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
】

（
平
成
30
年
8
月
受
付
分
）

※
掲
載
の
承
諾
を
い
た
だ
い
た
人
の

み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
山
口
　
和
也
　 
様（
熊
本
市
）

○
梅
田
　
多
一
　 

様（
神
奈
川
県
）

〇
田
崎
　
稔
　
　 

様（
鹿
児
島
県
）

〇
片
柳
　
木
の
実 

様（
東
京
都
）

〇
匿
名
希
望
　
　 

様（
東
京
都
）

〇
匿
名
希
望
　
　 

様（
千
葉
県
）

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
に
つ
い
て

　
10
月
１
日
㈪
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
の

「
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
申
請
書
」
に
よ
る

申
請
受
付
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　
申
請
書
は
外
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
す
る

と
き
は
、
注
意
事
項
を
よ
く
お
読
み

に
な
り
、
印
刷
す
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

・
申
請
書

・
戸
籍
謄
本
ま
た
は
戸
籍
抄
本

・
写
真
一
葉

・ 

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な

ど
）

◆
申
請
窓
口

　 

町
民
環
境
課 

戸
籍
住
民
係
ま
た

は
宮
原
振
興
局 

総
務
振
興
課 

総

合
窓
口
係

問 

町
民
環
境
課 

戸
籍
住
民
係

　
☎
52
・
５
８
５
１

統
計
調
査
員
募
集

　
町
で
は
、
統
計
調
査
員
と
し
て
登

録
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
統
計
調
査
員
と
し
て
登
録
し
ま
す

と
、
国
や
自
治
体
が
行
う
国
勢
調
査

な
ど
の
統
計
調
査
の
際
に
、
町
か
ら

依
頼
が
あ
り
、
都
合
が
よ
ろ
し
け
れ

ば
調
査
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
自
治
体

の
行
政
施
策
の
立
案
な
ど
の
重
要
な

資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

◆
統
計
調
査
員
と
は

【
仕
事
の
流
れ
】

・
統
計
調
査
員
と
し
て
登
録

・
調
査
の
依
頼 

↓ 

承
諾

・
調
査
の
説
明
会

・ 

各
家
庭
又
は
事
業
所
な
ど
へ
の
調

査
票
の
配
布
・
回
収

・
調
査
票
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
町
へ
提
出 

【
身
分
】

・ 

調
査
期
間
中
は
、
総
務
大
臣
や
県

知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
非
常
勤
の

公
務
員
と
い
う
身
分
に
な
り
、
調

査
員
証
が
配
布
さ
れ
ま
す
。 

【
報
酬
】

・ 

調
査
に
よ
っ
て
金
額
が
違
い
ま
す

が
、
報
酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。 

◆
統
計
調
査
員
の
登
録
要
件

・
氷
川
町
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
人 

・ 

責
任
を
も
っ
て
調
査
事
務
を
遂
行

で
き
る
人 

・
原
則
満
20
歳
以
上
の
人 

・
選
挙
に
直
接
関
係
な
い
人

・ 

法
律
に
規
定
す
る
徴
税
吏
員
・
警

察
官
で
な
い
人

問 

宮
原
振
興
局 

総
務
振
興
課

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
　

　
☎
62
・
２
３
１
７

町
か
ら

お
知
ら
せ

企
画
財
政

町
民
環
境

総
務
振
興

総
　
務
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２
０
１
９
年
版
県
民
手
帳
の
申
込

み
に
つ
い
て

　
毎
年
ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
県

民
手
帳
が
今
年
も
販
売
さ
れ
ま
す
。

　
購
入
を
希
望
す
る
人
は
、
宮
原
振

興
局 

総
務
振
興
課
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

◆
価

　格

　
４
５
０
円
（
税
込
み
）

◆
サ
イ
ズ
　
9.4
㎝
×
15
㎝

　 

表
紙
は
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
製
で
、

熊
本
県
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
く
ま

モ
ン
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま

す
。

◆
内

　容

・
コ
ン
パ
ク
ト
に
書
け
る
予
定
表

・ 

ミ
ニ
知
識
と
し
て
市
町
村
便
覧
な

ど
の
統
計
情
報

・ 

く
ま
も
と
の
農
産
物
、
防
災
情

報
、
年
齢
早
見
表

・ 「
く
ま
モ
ン
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
」、

「
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」、「
熊
本
の

デ
ー
タ
」の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
掲
載

◆
申
込
期
限
　
10
月
24
日
㈬
ま
で

問 

宮
原
振
興
局 

総
務
振
興
課

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
　
　

　
☎
62
・
２
３
１
７

体
力
テ
ス
ト
測
定
会
を
実
施
し
ま
す

◆
日

　時
　
10
月
17
日
㈬

◆
時

　間
　
19
時
30
分

◆
場

　所
　
竜
北
体
育
セ
ン
タ
ー

◆
主

　管

　
氷
川
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
協
議
会

◆
持
参
品

　 

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ
ル
・
飲

み
物
・
運
動
が
で
き
る
服
装

◆
申

　込
　
当
日
受
付

◆
費

　用
　
無
　
料

問 
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　
☎
52
・
５
８
６
０

地
域
版
依
存
症
家
族
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
開
催
し
ま
す

　
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン
ブ

ル
な
ど
の
依
存
症
を
抱
え
る
人
の
ご

家
族
が
、
依
存
症
に
つ
い
て
の
正
し

い
知
識
や
家
族
の
対
応
な
ど
に
つ
い

て
学
び
、
同
じ
悩
み
や
体
験
を
持
つ

人
と
の
交
流
を
通
し
て
ご
家
族
が
健

康
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
「
地
域
版
依
存
症
家
族
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日

　時

　

　
10
月
25
日
㈭
10
時
〜
12
時

◆
場

　所
　
八
代
保
健
所

　（
八
代
市
西
片
町
１
６
６
０
番
地
）

◆
対
象
者

　

　 

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン
ブ

ル
な
ど
の
依
存
症
を
抱
え
る
人
の

ご
家
族

◆
参
加
費
　
無
料
（
申
込
不
要
）

問 

熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
・
３
８
６
・
１
１
６
６

　
（
平
日
９
時
〜
16
時
）

　

生
涯
学
習

お
知
ら
せ

順番 項　目 18～64歳 65～79歳

１ 

空
い
て
る
項
目
を
計
測

握　力 ○ ○
上体起こし ○ ○
長座体前屈 ○ ○
反復横とび ○ ×
立ち幅とび ○ ×
開眼片足立ち × ○
10ｍ障害物歩行 × ○
インボディ計測 ○ ○

２ 6分間歩行（70ⅿ） × ○
３ 20ｍシャトルラン ○ ×

飼
い
犬
に
よ
る
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う

　
飼
い
犬
が
人
を
咬
ん
で
怪
我
を
さ

せ
て
し
ま
う
事
故
（
咬
傷
事
故
）
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
平
成
29
年

度
は
、
熊
本
県
内
で
83
件
の
咬
傷
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
飼
い
犬
は
、
普
段
飼
い
主
に
対
し

て
は
お
と
な
し
く
て
も
、
知
ら
な
い

人
に
対
し
て
は
吠
え
た
り
突
然
咬
み

つ
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
飼
い
主
は
次
の
こ
と

に
注
意
し
、
事
故
発
生
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

・ 

犬
は
常
に
リ
ー
ド
で
繋
い
で
お

き
、
散
歩
を
す
る
と
き
は
必
ず
リ

ー
ド
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
犬
の
放

し
飼
い
は
県
の
条
例
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

・ 

繋
い
で
お
く
チ
ェ
ー
ン
や
首
輪
が

緩
ん
で
い
な
い
か
定
期
的
に
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

・ 

気
性
の
荒
い
犬
の
飼
い
主
は
、
繋

ぎ
方
を
工
夫
（
例
：
ク
サ
リ
＋
オ

リ
、
扉
を
施
錠
す
る
な
ど
）
し
、

万
が
一
に
も
逃
げ
出
し
て
事
故
が

起
き
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問 

八
代
保
健
所 

衛
生
環
境
課
　

　
☎
33
・
３
１
９
８
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行
政
相
談
を
実
施
し
ま
す

　
行
政
相
談
制
度
に
つ
い
て
、広
く
国

民
に
理
解
さ
れ
、利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
10
月
15
日
㈪
か
ら
21
日
㈰
ま

で
の
一
週
間
を「
行
政
相
談
週
間
」と

し
て
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
行
政
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望

な
ど
は
行
政
相
談
委
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◆
日

　時

　
10
月
19
日
㈮
　
10
時
〜
15
時

◆
場

　所

　
健
康
セ
ン
タ
ー
　
健
康
相
談
室

◆
担
当
者

　
行
政
相
談
員
　
松
田
幹
男

　
　
　
　
　
　
　
田
口
英
輔

問
総
務
課 

行
政
係

　
☎
52
・
７
１
１
１

　
ま
た
、次
の
と
お
り
一
日
合
同
行
政

相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

◆
日

　時

　
10
月
11
日
㈭
　
10
時
〜
15
時

◆
場

　所

　
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

問
熊
本
行
政
評
価
事
務
所

　
☎
０
９
６
・
３
２
４
・
１
６
６
２

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「
ふ
る
さ
と
氷
川
応
援
寄
附
金
」

 

「
氷
川
町
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
」
と
、
ふ
る
さ 

と
氷
川
応
援
寄

附
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
の
ご
厚
意
に
よ
る
寄
附

は
、
町
の
発
展
の
た
め
に
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

【
寄
附
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
】

（
平
成
30
年
8
月
受
付
分
）

※
掲
載
の
承
諾
を
い
た
だ
い
た
人
の

み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
山
口
　
和
也
　 

様（
熊
本
市
）

○
梅
田
　
多
一
　 

様（
神
奈
川
県
）

〇
田
崎
　
稔
　
　 

様（
鹿
児
島
県
）

〇
片
柳
　
木
の
実 

様（
東
京
都
）

〇
匿
名
希
望
　
　 

様（
東
京
都
）

〇
匿
名
希
望
　
　 

様（
千
葉
県
）

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
に
つ
い
て

　
10
月
１
日
㈪
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
の

「
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
申
請
書
」
に
よ
る

申
請
受
付
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　
申
請
書
は
外
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
す
る

と
き
は
、
注
意
事
項
を
よ
く
お
読
み

に
な
り
、
印
刷
す
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

・
申
請
書

・
戸
籍
謄
本
ま
た
は
戸
籍
抄
本

・
写
真
一
葉

・ 

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な

ど
）

◆
申
請
窓
口

　 

町
民
環
境
課 

戸
籍
住
民
係
ま
た

は
宮
原
振
興
局 

総
務
振
興
課 

総

合
窓
口
係

問 

町
民
環
境
課 

戸
籍
住
民
係

　
☎
52
・
５
８
５
１

統
計
調
査
員
募
集

　
町
で
は
、
統
計
調
査
員
と
し
て
登

録
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
統
計
調
査
員
と
し
て
登
録
し
ま
す

と
、
国
や
自
治
体
が
行
う
国
勢
調
査

な
ど
の
統
計
調
査
の
際
に
、
町
か
ら

依
頼
が
あ
り
、
都
合
が
よ
ろ
し
け
れ

ば
調
査
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
自
治
体

の
行
政
施
策
の
立
案
な
ど
の
重
要
な

資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

◆
統
計
調
査
員
と
は

【
仕
事
の
流
れ
】

・
統
計
調
査
員
と
し
て
登
録

・
調
査
の
依
頼 

↓ 

承
諾

・
調
査
の
説
明
会

・ 

各
家
庭
又
は
事
業
所
な
ど
へ
の
調

査
票
の
配
布
・
回
収

・
調
査
票
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
町
へ
提
出 

【
身
分
】

・ 

調
査
期
間
中
は
、
総
務
大
臣
や
県

知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
非
常
勤
の

公
務
員
と
い
う
身
分
に
な
り
、
調

査
員
証
が
配
布
さ
れ
ま
す
。 

【
報
酬
】

・ 

調
査
に
よ
っ
て
金
額
が
違
い
ま
す

が
、
報
酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。 

◆
統
計
調
査
員
の
登
録
要
件

・
氷
川
町
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
人 

・ 

責
任
を
も
っ
て
調
査
事
務
を
遂
行

で
き
る
人 

・
原
則
満
20
歳
以
上
の
人 

・
選
挙
に
直
接
関
係
な
い
人

・ 

法
律
に
規
定
す
る
徴
税
吏
員
・
警

察
官
で
な
い
人

問 

宮
原
振
興
局 

総
務
振
興
課

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
　

　
☎
62
・
２
３
１
７

町
か
ら

お
知
ら
せ

企
画
財
政

町
民
環
境

総
務
振
興

総
　
務

18-10_氷川町広報誌_156号CS5.indd   18 2018/09/21   19:03



道路工事のお知らせ
 道路工事を行うため、交通規制を行います。近隣住民の皆さまにはご迷惑をお掛けしますが、
ご協力をお願いします。

【お問い合わせ先】　建設下水道課　☎52‒5856

ひかりん

No.156 10月号くらしの情報

広報ひかわ 2018.1021

氷川町役場駐車場整備工事のお知らせ
②の駐車場整備を行うため、①が仮駐車場
になります。
役場にお越しの際はご迷惑をお掛けします
が、ご協力をお願いします。

ịᕝ⏫ᙺሙ㥔㌴ሙᩚഛᕤࡏࡽ▱࠾ࡢ

��᭶��᪥࡛ࡲղࡢᇶ┙ᩚഛࠊࡵࡓ࠺⾜ࢆձࡀ௬㥔㌴ሙࠋࡍࡲࡾ࡞
ᙺሙ࠾㉺ࡢࡋ㝿ࡈࡣ㏞ᝨࡈࠊࡀࡍࡲࡋࡓ࠸ࡅ࠾ࢆ༠ຊ࠾ࢆ㢪ࠋࡍࡲࡋ࠸

௬㥔㌴ሙධཱྀ

【お問い合わせ先】　企画財政課　☎52‒5850

工事期間：12月 14日まで

工事期間：平成 31 年 3月15日まで

工事期間：平成 31 年 1月25日まで

工事期間：平成 31 年 2月28日まで
全面通行止め

町・東上宮

全面通行止め

法道寺・河原

全面通行止め

立神
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企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
八
代
圏
域
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー
で

は
、
地
元
企
業
と
高
校
生
の
職
業
体

験
を
つ
な
ぐ
お
手
伝
い
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
八
代
圏
域
内
（
八
代

市
、
氷
川
町
、
芦
北
町
）
に
ど
の
よ

う
な
企
業
が
あ
っ
て
、
何
を
し
て
い

る
企
業
な
の
か
な
ど
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
就
職
や
転
職
を
考
え
て
い
る
人
、

保
護
者
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
企
業
説
明
後
に
職
場
見
学
や
職

場
体
験
へ
と
繋
げ
、
企
業
に
と
っ
て

も
求
め
ら
れ
る
人
材
確
保
が
可
能
で

す
。
ま
ず
は
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

①
女
性
の
た
め
の
企
業
説
明
会

◆
日

　時

　
10
月
23
日
㈫
15
時
〜
18
時

◆
場

　所

　
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

②
男
性
の
た
め
の
企
業
説
明
会

◆
日

　時

　
10
月
24
日
㈬
15
時
〜
18
時

◆
場

　所

　
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

問 

（
一
社
）
八
代
圏
域
雇
用
促
進
セ

ン
タ
ー
　

　
☎
37
・
８
７
２
２

県庁で犬猫の譲渡会を開催します
　県では、１１月１１日（日）に県庁プロムナードにて、今回で３回目となる犬猫の譲渡会
を開催します。県内動物愛護団体との合同開催の譲渡会です。個性豊かな動物たちと一緒
にお待ちしています。
　また、各保健所においても譲渡会などを随時開催しています。詳しくは
お問い合わせください。

【お問い合わせ先】　県 健康危機管理課　☎０９６－３３３－２２４８
　　　　　　　　　八代保健所 　　　　☎３３－３１９８

2019女子ハンドボール世界選手権大会の
ボランティア募集！

【お問い合わせ先】　熊本国際スポーツ大会推進事務局
☎０９６－３３３－２558

　来年熊本で開催される「２０１９女子ハンドボール世界選手権大会」をサポートする
運営・語学ボランティアを募集しています。一緒に世界大会を盛り上げましょう！

■応募概要
　○応募期間　２０１８年１１月２０日（火）まで
　○活動期間　２０１９年１１月末～１２月１５日頃
　○活動内容　会場運営、案内、語学での観客対応など

　詳しくは、 2019女子ハンドボール  検索⬅⇦

　また、各保健所においても譲渡会などを随時開催しています。詳しくは
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道路工事のお知らせ
 道路工事を行うため、交通規制を行います。近隣住民の皆さまにはご迷惑をお掛けしますが、
ご協力をお願いします。

【お問い合わせ先】　建設下水道課　☎52‒5856

ひかりん

No.156 10月号くらしの情報

広報ひかわ 2018.1021

氷川町役場駐車場整備工事のお知らせ
②の駐車場整備を行うため、①が仮駐車場
になります。
役場にお越しの際はご迷惑をお掛けします
が、ご協力をお願いします。

ịᕝ⏫ᙺሙ㥔㌴ሙᩚഛᕤࡏࡽ▱࠾ࡢ
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【お問い合わせ先】　企画財政課　☎52‒5850

工事期間：12月 14日まで

工事期間：平成 31 年 3月15日まで

工事期間：平成 31 年 1月25日まで

工事期間：平成 31 年 2月28日まで
全面通行止め

町・東上宮

全面通行止め

法道寺・河原

全面通行止め

立神
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ひかりん

No.156 10月号くらしの情報
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県庁で犬猫の譲渡会を開催します
　県では、１１月１１日（日）に県庁プロムナードにて、今回で３回目となる犬猫の譲渡会
を開催します。県内動物愛護団体との合同開催の譲渡会です。個性豊かな動物たちと一緒
にお待ちしています。
　また、各保健所においても譲渡会などを随時開催しています。詳しくは
お問い合わせください。

【お問い合わせ先】　県 健康危機管理課　☎０９６－３３３－２２４８
　　　　　　　　　八代保健所 　　　　☎３３－３１９８

2019女子ハンドボール世界選手権大会の
ボランティア募集！

【お問い合わせ先】　熊本国際スポーツ大会推進事務局
☎０９６－３３３－２558

　来年熊本で開催される「２０１９女子ハンドボール世界選手権大会」をサポートする
運営・語学ボランティアを募集しています。一緒に世界大会を盛り上げましょう！

■応募概要
　○応募期間　２０１８年１１月２０日（火）まで
　○活動期間　２０１９年１１月末～１２月１５日頃
　○活動内容　会場運営、案内、語学での観客対応など

　詳しくは、 2019女子ハンドボール  検索⬅⇦

　また、各保健所においても譲渡会などを随時開催しています。詳しくは
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ごみの減量化に ご協力ください。

100
2018

毎月11日は人権を確かめあう日です
毎月15日は氷川町交通安全の日です
毎月15日はあいさつ運動一斉行動の日です ひかりん

ひかりん

10月号

広報ひかわ 2018.1023

子どもカレンダー
○母子健康手帳交付
　毎週月曜（休日の場合は火曜日）
　1日、9日、15日、22日、29日
　8時30～12時　健康センター
○3歳児健診（対象：H27.8～9月生）
　16日　12時30分～　健康センター

○4・7ヶ月児健診（対象：H30.6月生、3月生）　
　23日　12時30分～　健康センター

福祉センター休館日
♠竜北福祉センター
　1日・9日・15日・22日・29日
♠宮原福祉センター
　7日・14日・21日・28日

休
館
日

C a l e n d a r

休日在宅医
 7日 外科 福田外科整形外科クリニック 

   ☎52-0840

  内科 和田内科医院 ☎52-1860

 8日 外科 稲毛整形外科医院 ☎52-1715

  内科 伊藤医院 ☎52-8091

 14日 外科 稲生産婦人科内科 ☎62-2008

  内科 宮城循環器内科 ☎46-0007

 21日 外科 武内外科胃腸科医院 ☎52-7811

  内科 ひかわ医院 ☎62-8139

  内科 高橋医院 ☎45-2323

 28日 外科 上村整形外科医院 ☎62-3377

  内科 丸田医院 ☎46-0027

※休日在宅医院は都合により変更になる場合が
あります。
　問八代北部地域医療センター ☎62-2212

休日救急歯科診療

日曜日、祝祭日に急な歯の痛みなど
緊急時の歯科治療を行います。
　◆場　所　
　　八代歯科医師会口腔保健センター
　◆時　間　10時～16時
  問 ☎31-8020

月 1
火 2
水 3
木 4
金 5
土 6
日 7 第 13 回町民体育祭秋季大会　8時 30 分開会式　竜北グラウンド

月 8 体育の日

火 9

水 10
総 消費生活相談会　10 時～ 17 時　役場相談室
税 住民税特別徴収納期・口座振替日
農委農業委員会総会　13 時 30 分～　役場災害対策室

木 11
金 12
土 13
日 14

月 15
総 行政相談 10 時～ 15 時　健康センター　
総 無料弁護士相談会（要予約）13 時 30 分～ 16 時　竜北福祉センター
農委農振個別見直し申出締切

火 16
水 17 生 体力テスト測定会　19 時 30 分～　竜北体育センター

木 18 健 400ml 献血　9時 30 分～ 15 時 30 分　健康センター

金 19
土 20

日 21 町環資源物分別収集日（リサイクル）
商観「道の駅」竜北ウォーキング 2018　10 時～　竜北公園

月 22
火 23
水 24

木 25 税 税集合税納期日・口座振替日
農委農地法申請締切

金 26
土 27

日 28 農振第 14 回氷川町物産料理コンクール　10 時 30 分～
道の駅竜北物産館

月 29
火 30
水 31
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氷川町・八代市・芦北町定住自立圏イベント情報

＜お問い合わせ＞　芦北町社会教育センター　☎０９６６－８２－２２１３

テレビなどでも活躍の国際弁護士・八代英輝氏をお招きし講演していただきます。
事前申込は不要で、入場は無料です。
●日　時：11 月 3日（土・祝）13 時 30 分～ 
●場　所：町民総合センター しろやまスカイドーム
　　　　　※ 肥薩おれんじ鉄道のご利用をおすすめします。 
●講　師：八代英輝氏（元裁判官・国際弁護士）  
●演　題：「知って得する法律入門 」
　　　　　※芦北町文化祭を 11 月 3～ 4日に同会場で開催しています。

芦北町文化講演会を開催します！芦北町

◆日　時　10月20日（土）18時00分～20時15分
　　　　　※少雨決行／打上げ箇所流失及び荒天の場合、11月10日（土）に延期
◆場　所　球磨川河川緑地（新萩原橋上流）
◆内　容　 北は秋田から南は鹿児島まで、全国の有名花火師がその技と華麗さを競

い合う西日本唯一の全国花火競技大会。競技花火（3部門）やミュージック
花火など約1万4千発が打ち上げられ、カラフルで

　　　　　迫力ある花火が八代の夜空を埋め尽くします。
　　　　　※物産展　12時～　※ステージイベント　14時～

第31回　やつしろ全国花火競技大会

＜お問い合わせ＞　やつしろ全国花火競技大会実行委員会（観光振興課内）
　　　　　　　　　☎0965－33－4115

八代市

ごみの減量化に ご協力ください。

10
2018

毎月11日は人権を確かめあう日です
毎月15日は氷川町交通安全の日です
毎月15日はあいさつ運動一斉行動の日です ひかりん

ひかりん

10月号

伝 言 板

広報ひかわ 2018.10 22

仕上げになっています。
　ぜひ一度きて、楽しんでください。

▼日　時
　10月10日（水）まで
　10時～16時
　※月曜日・祝日は閉館いたします。

▼場　所
　まちつくり酒屋（宮原振興局前）
問まちつくり酒屋　☎53-5550

布蔵パッチワーク展
　今回で10回目を迎えるパッチワー
ク展を今年もまちつくり酒屋で開催
します。
　和気あいあいとしながら、チクチ
クと一針一針心を込めて作った成果
をぜひ見においでください。

▼日　時
　10月11日（木）～10月21日（日）
　10時～17時
　※月曜日・祝日は閉館いたします。

竜元窯　江上元　作陶展
　昔より縁起がいいと言われる亀甲
をアレンジし、文様を入れてみまし
た。小皿は可愛く、白磁皿は改まった

▼場　所
　まちつくり酒屋（宮原振興局前）
問まちつくり酒屋　☎53-5550

『第11回やつしろキッズ
サッカー』参加チーム募集！！

▼日　時　
　11月17日（土）8時　受付開始　
　9時30分　キックオフ（雨天決行）

▼場　所　
　日奈久ドリームランド「シー・湯・遊」

▼募集数　
　U-9～U-7　先着各20チーム程度
　U-6・U-5　先着各10チーム程度

▼参加費　
　U-9～U-7　1チーム　5,000円
　U-6・U-5　1チーム　3,000円

▼申込締切　10月12日（金）
問やつしろキッズサッカー実行委員会
（NPO法人八代市体育協会事務局内）
　☎62-8130

　「伝言板」は、町民の皆さま（個
人・団体）が非営利（宗教・政治・
営業を除く）で行う文化・学習・ス
ポーツ・まちづくりなどのさまざ
まな活動の情報を掲載するコー
ナーです。
　掲載を希望される人は、前月
の8日までに氷川町役場総務課
（☎52-7111）へお申し込みくだ
さい。なお、都合により掲載できな
い場合もございます。
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ごみの減量化に ご協力ください。

100
2018

毎月11日は人権を確かめあう日です
毎月15日は氷川町交通安全の日です
毎月15日はあいさつ運動一斉行動の日です ひかりん

ひかりん

10月号

広報ひかわ 2018.1023

子どもカレンダー
○母子健康手帳交付
　毎週月曜（休日の場合は火曜日）
　1日、9日、15日、22日、29日
　8時30～12時　健康センター
○3歳児健診（対象：H27.8～9月生）
　16日　12時30分～　健康センター

○4・7ヶ月児健診（対象：H30.6月生、3月生）　
　23日　12時30分～　健康センター

福祉センター休館日
♠竜北福祉センター
　1日・9日・15日・22日・29日
♠宮原福祉センター
　7日・14日・21日・28日

休
館
日

C a l e n d a r

休日在宅医
 7日 外科 福田外科整形外科クリニック 

   ☎52-0840

  内科 和田内科医院 ☎52-1860

 8日 外科 稲毛整形外科医院 ☎52-1715

  内科 伊藤医院 ☎52-8091

 14日 外科 稲生産婦人科内科 ☎62-2008

  内科 宮城循環器内科 ☎46-0007

 21日 外科 武内外科胃腸科医院 ☎52-7811

  内科 ひかわ医院 ☎62-8139

  内科 高橋医院 ☎45-2323

 28日 外科 上村整形外科医院 ☎62-3377

  内科 丸田医院 ☎46-0027

※休日在宅医院は都合により変更になる場合が
あります。
　問八代北部地域医療センター ☎62-2212

休日救急歯科診療

日曜日、祝祭日に急な歯の痛みなど
緊急時の歯科治療を行います。
　◆場　所　
　　八代歯科医師会口腔保健センター
　◆時　間　10時～16時
  問 ☎31-8020

月 1
火 2
水 3
木 4
金 5
土 6
日 7 第 13 回町民体育祭秋季大会　8時 30 分開会式　竜北グラウンド

月 8 体育の日

火 9

水 10
総 消費生活相談会　10 時～ 17 時　役場相談室
税 住民税特別徴収納期・口座振替日
農委農業委員会総会　13 時 30 分～　役場災害対策室

木 11
金 12
土 13
日 14

月 15
総 行政相談 10 時～ 15 時　健康センター　
総 無料弁護士相談会（要予約）13 時 30 分～ 16 時　竜北福祉センター
農委農振個別見直し申出締切

火 16
水 17 生 体力テスト測定会　19 時 30 分～　竜北体育センター

木 18 健 400ml 献血　9時 30 分～ 15 時 30 分　健康センター

金 19
土 20

日 21 町環資源物分別収集日（リサイクル）
商観「道の駅」竜北ウォーキング 2018　10 時～　竜北公園

月 22
火 23
水 24

木 25 税 税集合税納期日・口座振替日
農委農地法申請締切

金 26
土 27

日 28 農振第 14 回氷川町物産料理コンクール　10 時 30 分～
道の駅竜北物産館

月 29
火 30
水 31
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氷川町・八代市・芦北町定住自立圏イベント情報

＜お問い合わせ＞　芦北町社会教育センター　☎０９６６－８２－２２１３

テレビなどでも活躍の国際弁護士・八代英輝氏をお招きし講演していただきます。
事前申込は不要で、入場は無料です。
●日　時：11 月 3日（土・祝）13 時 30 分～ 
●場　所：町民総合センター しろやまスカイドーム
　　　　　※ 肥薩おれんじ鉄道のご利用をおすすめします。 
●講　師：八代英輝氏（元裁判官・国際弁護士）  
●演　題：「知って得する法律入門 」
　　　　　※芦北町文化祭を 11 月 3～ 4日に同会場で開催しています。

芦北町文化講演会を開催します！芦北町

◆日　時　10月20日（土）18時00分～20時15分
　　　　　※少雨決行／打上げ箇所流失及び荒天の場合、11月10日（土）に延期
◆場　所　球磨川河川緑地（新萩原橋上流）
◆内　容　 北は秋田から南は鹿児島まで、全国の有名花火師がその技と華麗さを競

い合う西日本唯一の全国花火競技大会。競技花火（3部門）やミュージック
花火など約1万4千発が打ち上げられ、カラフルで

　　　　　迫力ある花火が八代の夜空を埋め尽くします。
　　　　　※物産展　12時～　※ステージイベント　14時～

第31回　やつしろ全国花火競技大会

＜お問い合わせ＞　やつしろ全国花火競技大会実行委員会（観光振興課内）
　　　　　　　　　☎0965－33－4115

八代市

ごみの減量化に ご協力ください。

10
2018

毎月11日は人権を確かめあう日です
毎月15日は氷川町交通安全の日です
毎月15日はあいさつ運動一斉行動の日です ひかりん

ひかりん

10月号

伝 言 板
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仕上げになっています。
　ぜひ一度きて、楽しんでください。

▼日　時
　10月10日（水）まで
　10時～16時
　※月曜日・祝日は閉館いたします。

▼場　所
　まちつくり酒屋（宮原振興局前）
問まちつくり酒屋　☎53-5550

布蔵パッチワーク展
　今回で10回目を迎えるパッチワー
ク展を今年もまちつくり酒屋で開催
します。
　和気あいあいとしながら、チクチ
クと一針一針心を込めて作った成果
をぜひ見においでください。

▼日　時
　10月11日（木）～10月21日（日）
　10時～17時
　※月曜日・祝日は閉館いたします。

竜元窯　江上元　作陶展
　昔より縁起がいいと言われる亀甲
をアレンジし、文様を入れてみまし
た。小皿は可愛く、白磁皿は改まった

▼場　所
　まちつくり酒屋（宮原振興局前）
問まちつくり酒屋　☎53-5550

『第11回やつしろキッズ
サッカー』参加チーム募集！！

▼日　時　
　11月17日（土）8時　受付開始　
　9時30分　キックオフ（雨天決行）

▼場　所　
　日奈久ドリームランド「シー・湯・遊」

▼募集数　
　U-9～U-7　先着各20チーム程度
　U-6・U-5　先着各10チーム程度

▼参加費　
　U-9～U-7　1チーム　5,000円
　U-6・U-5　1チーム　3,000円

▼申込締切　10月12日（金）
問やつしろキッズサッカー実行委員会
（NPO法人八代市体育協会事務局内）
　☎62-8130

　「伝言板」は、町民の皆さま（個
人・団体）が非営利（宗教・政治・
営業を除く）で行う文化・学習・ス
ポーツ・まちづくりなどのさまざ
まな活動の情報を掲載するコー
ナーです。
　掲載を希望される人は、前月
の8日までに氷川町役場総務課
（☎52-7111）へお申し込みくだ
さい。なお、都合により掲載できな
い場合もございます。
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氷川町に住む10月で１歳になるアイドルをご紹介します！氷川町に住む10月で１歳になるアイドルをご紹介します！

 高本 柚那ちゃん（本山）
 たか もと　 ゆずな

平成２９年１０月１３日生まれ

お父さん：文彰さん
お母さん：麻美さん

奥田 莉子ちゃん（町）
おく   だ　 り　 こ

平成２９年１０月３０日生まれ

お父さん：一博さん
お母さん：智子さん

ぷくぷく
大きくなったよー！

このコーナーでは、お子さまの写真を紹介してくれる人を募集しています！詳しくは氷川町ホー
ムページをご覧いただくか、お問い合わせください。次回は11月生まれのアイドルたちを紹介
します！（締切日：10月8日（月））　お問い合わせ先：氷川町役場　総務課　☎0965-52-7111

氷川町役場

●まちのホットライン

健 52-5852健康福祉課

健保 52-7154健康センター（保健師）

52-5851町民環境課 町環

52-5850企画財政課 企財

総 52-7111総務課

宮 原 振 興局

社 会 福 祉 協議会

教 育 委 員会

社協氷川町社会福祉協議会 52-5075

竜北福祉センター 52-5121

地域包括支援センター 62-3456

宮原福祉センター 62-3456

地域支え合いセンター 52-5335

氷川機動センター 62-4110

鏡消防署 氷川分署 46-9111学 62-3313学校教育課

税 52-5853税務課

建 52-5856建設下水道課  建設係

下 52-5862建設下水道課  下水道係

出 52-5857出納室

議 52-5858議会事務局

商 62-2315商工観光課

ま 62-2317まちづくり推進係

総振 62-2311総務振興課

52-5854農業振興課 農振

52-5855農地整備課 農整

52-5861農業委員会 農委

生 52-5860生涯学習課

給 52-6202学校給食共同調理場

警 察・消 防

おじいちゃん
おばあちゃん、
また遊んでね♡
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